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A. スケールを較正する。 
→ 較正データ作成 

B. 画像処理で3D構築の前処理をする（ノイズ除去等の必要があれば） 
→フィルタの利用（X-Y面の輝度均一化、ノイズ除去、輪郭強調等） 

C. 2値化の閾値を設定し、対象物を抽出しカウントする。 

E. データ保存。 

3D構築・測定の基本フロー
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①-1 ファイルメニューを開く。

ファイル→「開く」→「参照」を選択する。
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①-2解析する複数画像をシーケンスで開く。

①キーボードのShiftキーで画像を選択する。
② 下側のシーケンスで開くにチェックを入れる。
③ 開くを適用するとシーケンスで画像が開く。
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A ： X、Y、Z軸のスケール較正をする。

①手入力の場合
取込み→作成→クイック空間較正を選択

「未較正」をダブルクリック
すると、右側に設定画面が表示されます。
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①新規作成＋アイコンをクリック。
②較正データ名を入力。
③名前のプルダウンで単位を選択。
④画素/単位 or 単位/画素を入力。
⑤ Zスペーシングは、スライス間隔を入力。
⑥適用✓アイコンをクリック。

適用、新規作成アイコン
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B： X-Y面の輝度ムラやノイズは、フィルタ処理をする。

フィルタ使用例
ノイズ除去：メディアン
輝度均一化：平坦化

処理→2Dフィルタ
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C-① 3D表示に切り替え、画質を鮮明に表示する。

3D表示→再ロード

自動チェックを外し、リセットするとより鮮明な画像になる。

※処理速度を早くするため、「自動」にチャックを入れると、
データを間引きして表示します。

バーの値を最大にする。

立方体のアイコンで3D表示になります。
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C-②等値面作成の設定をする。

①このアイコン▼で
等値面作成を選択する。

カウントにチェックを入れると
測定も同時に実行できます。
自動分割（Watershed）は必要
に応じて有効にしてください。

②対象物が明色 or 
暗色を選択する。

自動チェックを外し、リセットす
るとより鮮明な画像になります。
（値が小さい値程、鮮明）
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C-③等値面の閾値（2値化）を調整する。

必要に応じて、2値化の
閾値を調整 or
輝度値入力する。
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C-④測定項目を選択し、データ表に結果を出力する。

データ表を選択すると測定
データ表が表示されます。

測定項目は3D測定メニュ→
測定項目▼から選択できます。
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E-① 連続画像のシーケンスファイルを保存する。

連続画像をシーケンスファイル
（.seq or Tif形式）で保存する。

ファイル→名前を付けて保存
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E-② 3D設定（等値面・断面等）ファイルを保存する。

3D実験ファイル：元画像のシーケンスと一緒に、等値面等の3D設定、
動画作成工程もまとめて保存します。
必ず元画像のシーケンスファイルと同じフォルダに保存してください。
※ファイルを開く場合は、直接実験ファイルを開いてください。
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